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本日（１０月４日）の調査の結果、松島湾桂島の白崎浜でサキグロタ
マツメタ幼生の発生の進行が確認されたのでお知らせします。

桂島では、卵嚢内を観察した結果、初期のベリジャー幼生（写真参
照）が確認されました。進行の早いものでは来週中に孵出が始まる可能
性があります。

また、福浦島と東名では、桂島に比べ、発生段階はやや遅れているものの、
多くの卵嚢が確認されました。

卵嚢１個から数百から数千個の稚貝が孵出し、直後からアサリの稚貝を捕
食します。なお、今後も産卵は続くと予想されますが、時期を逸しないよう、で
きるだけ早く駆除するように努めて下さい。

初期ベリジャー幼生

採集場所 卵嚢採取数 観察個体数 幼生のステージ 採取時間

桂島 ４９個 ２２個 卵～初期ベリジャー １５分（４人）

福浦島 ２２個 １５個 卵～トロコフォラ １０分（５人）

東名 １４個 １４個 卵～トロコフォラ １０分（５人）

●サキグロタマツメタ卵嚢の観察結果


